
第３号橇式（第15条関係）

事業者排出童削減報告書

江ｌ皎凹Ｉする□にIエレ月】患腿人してください。特定事戎寺以外の卒業ｓｉＷ)方I±し印の記入は不要で-1-.

2「賠瀬年度」とは計画期悶のM1年度を．「囿短年度」とは計IDN期181)のjM【終年度を、「輯皆年度」とはﾛ+画期問のうち．今伍l佃告の対象となるIF度をいいます．

３避麺蘂錘騨しと(＃京殿曲り鍵所鱒密騨動⑫煙唾ﾈﾙｷﾆの箪用'二伴い発生する；且竃効果ｶﾞｴ毬、「輸送車両排'Ⅱ区分｣とは自動血迎送平業者についてIま使用の左樋の位傲を京都肝向とする巾ｉｌＵｉ
の排出する沮迩効果ガスを､鉄過小蕊打については保有する貨物取両又は旅客IにIJWの排出する1kA麹効果ガスを、「その他俳はl区分」とは上記以外の旗都府内における事藁所坤の事業活動に伴い兜皆する沮麺効果ガス
醤いいます`，

４「倣雌位当たりの沮竃効果ガス排出蝕等」の「111途区分」ﾄﾆは、○○Jﾕ卿、専務所などの用途を記入して<江さい．「蝋､1位の折標」には、分子のに敢化炭紫換算」の．｢に分母となる折撚（生液紋、、蛭ぺ床面
積、走行距離等）を記入して<筐さい“

５「その他の地球楓暖化対ｉＭこよる遡窺効果ガスの削餓阯等」のうち「森林の保全及び位働」の「卿棚GI二度（計蘭i）」欄には計闘期|町中のロ楓のNI計を、「紐告年度（実綱）」欄には実績の累計を記入して<ださU、

６「特記卒JFiji二は．平成２年度（］９９０年度）を悠畑とした排111敏の対比や寸脊エネ製品閃発左ど他肴の但繊効果ガス排uIIlI城への函猷、グリーン寓逮の採用、特定ブ煙ンなどの条例術定外の沮竃効果ガスのＮＩＩ減
などを蛇入して<超さい。

住所（法人にあっ
ては、主たる嚇務

所の所在地）
京都市下京区烏丸高辻東入高橋町６３０番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

表者の氏墹）
株式会社ホテルプリンセス京都代表取締役社長田中健二

事業者の主たる
業種 ホテル業

該当する事業者

要件 Ｆ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

r籍謡iilii↑魑鰻化対潔条例艫行撹剛鰭'０条篇2号又は第３号該当事轤者(大規模遮遥窺鑓者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ150台以上/鉄道璽両
「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２１年４月～２４句二３月

基本方針

平成２０年度を基地に、平成２３年度の温室効果ガス排出遇を３．５％以上削減する。

推進体制
省エネルギー推進委員会を中心に、新たな削減計画を実行管理する。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
霞の状況

年度

平成２１年度

平成２２年度

ＷｌＬ２３年度

設備、対象、工程等

ホテル全体

ホテル全体

ホテル全体

措睡内容

省電力型電球を導入する。高繩度誘導灯への変更を実施する。

省電力型電球を導入する。高潔度読導灯への変更を実施する。

照明器具のインバーター化、各ポンプ類のインバーター化を導入する。
温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実織）

(２０）年度
(二酸化炭素換揮）

にl標年度（計画）

(２３）年度
(二鹸化喫索換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２１）年度
(二酸化炭禦換算）

増減率
(実績）

2,579.4ｔ 2,487.9ｔ －３．５帖 2,529.0ｔ -2.0船

ｔ ｔ 艶 ｔ 粕

ｔ ｔ 船 ｔ 船

＊Ｉ 2,579.4ｔ ＊２ 2,487.9ｔ -3.5髄 ＊･１ 2,529.0ｔ －２．０船

ガスの消費趣を更に低減させて排出量を抑えたい。

原単位当
温室効果
出量等

用途区分 原単位の指標

ホテル
二酸化炭素換算
廷床面積

二酸化炭素換算

二面魁イヒ炭霧p良型匝

実績に対する自己評価

基地年度（実績） 目標年度（計画） 増披率（計繭） 報告年度（実績） 卿減率（実績〕

0.118t-co2/㎡ 0.114t-co2/㎡ -3.41)Ｉ 0.116t-co2/㎡ -1.7ＩＸＯ 

船 髄

船 粥〕

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減麩等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
蛍の削減効果分の鰯入

削減丑等合計

目標年度（計画〕

取組、等 (二酸化炭議換節）

(整伯面IfI） bａ 吸収図 ｔ 

(利用、t〉 ｍ】 削減価 ｔ 

(兜蝕武） kwｈ 削域且 ｔ 

(熱供給趾） GＪ 削減因 ｔ 

(鰯入阯） 10,000.0ｋＷｈ 削減、 5.6ｔ 

(鴎入肚） ｔ (削減丘） ｔ 

ロ＄５．６ｔ

報告年囲 (実績）

取釦趾等 (二鹸化風素換算）

(砿個面iKI） hａ 吸収砒） ｔ 

(利用ft） 、。 削減凸） ｔ 

(発向t趣） kwｈ 削減趣） ｔ 

(熱供li宇且） GＪ ､Ｉ域、） ｔ 

(購入戯） 0,0ｋＷｈ 削漣Bk） 0.0ｔ 

(109入且】 ｔ (､'1減1K） ｔ 

平ｎ
ｔ 

差引排出量

(排!h合計－，１１撞瀞合!}）

基準年度（実績）

＊１ 2,579.4ｔ 

目標年度〔計画）

(*3)-【創ｲ）2,482.3ｔ

珊減率（計画）

-3.8％ 

報告年度（実績）

I剣)-(輻》 2,529.0ｔ 

墹滅率（実績）

-2.0％ 
地球温暖化対策
に資する社会賞
献活動

環境保全活動の一環としてセーフドライブ推進活動を実施。

特記事項

建物周辺を毎日、定期的に清掃活動を行う。


